職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
マンション・ビルの新築工事と大規模修繕を手がける建築防水専門会社で、◯年間防水施工に従事してまいりました。屋上・ルーフバルコニー・地下外壁を中心に、ウレタン塗膜防水（密着・通気緩衝）、塩ビシート防水（機械固定・接着）、改質アスファルト防水（トーチ・常温）を担当し、年間約◯,◯00㎡の施工に携わっています。改修現場では既存防水層と下地の状態を確認したうえで補修範囲を職長と相談し、散水試験の立会いと施工写真の記録まで一貫して行うことを習慣にしています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：マンション・ビルの新築工事と大規模修繕を手がける建築防水専門会社（従業員約◯名）の施工部門に所属
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：防水工
【担当業務】
・屋上・ルーフバルコニーのウレタン塗膜防水施工（密着工法・通気緩衝工法、脱気筒設置、立上り・ドレン周りの納め）
・塩ビシート・ゴムシート防水の機械固定工法および接着工法による施工
・改質アスファルト防水（トーチ工法・常温粘着工法）の施工と、下地処理（ケレン、クラック補修、目地シーリング打替え、プライマー塗布）
・散水試験の立会い、施工写真・日報の作成、作業員◯名への段取り指示と持ち場の確認
【実績】
・年間約◯,◯00㎡の屋上・バルコニー防水を担当。下地含水の確認と脱気筒配置を着工前の打合せで共有する進め方を定着させ、担当現場では引渡し後◯年間、漏水による手直し依頼が発生していません。
・RC造◯階建・屋上約◯,◯00㎡の大規模修繕では、居住者の立入り時間に配慮して区画ごとに施工順序を組み替え、管理会社と工程を調整したうえで工期内に完了しました。


■活かせる経験・知識・スキル
・ウレタン塗膜防水（密着・通気緩衝）／塩ビシート防水（機械固定・接着）
・改質アスファルト防水（トーチ・常温粘着）、FRP防水の部分補修
・下地調査・劣化状況の確認、クラック補修・シーリング打替え
・ローリングタワー・高所作業車を用いた高所作業と作業手順の周知
■資格
・防水施工技能士1級（ウレタンゴム系塗膜防水工事作業）（20XX年X月取得）
・職長・安全衛生責任者教育修了（20XX年X月）
■自己PR
強みは、改修工事で既存防水層と下地の状態を見極め、必要な補修を漏らさず拾い出すことです。築◯年のマンション大規模修繕では、ケレン後にクラックと目地の劣化箇所を図面に書き込んで職長へ共有し、シーリング打替えとプライマー塗布の範囲を決めたうえで施工した結果、担当区画では引渡し後◯年間、漏水による手直しの依頼が出ていません。応募先でも改修案件の下地確認と当日の段取りを担い、下地含水や天候の条件に応じた施工判断で手戻りの少ない現場づくりに貢献したいと考えています。
以上
